
由
城
國
葛
野
・
乙
訓
爾
郡
條
里
補
考

東
京
大
學
史
料
編
纂
所
土
地
制
慶
史
研
究
會

　
條
羅
の
槻
題
は
、
聚
落
形
態
の
間
題
零
と
共
に
、
諸
要
義
に
地
翼

藥
と
纒
染
織
申
と
が
共
同
提
携
し
て
考
究
す
る
の
に
最
も
よ
い
テ
…
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
玄
）
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
問
題
は
、
発
展
内
裏
以
來
、
黒
川
春
村
、
藤

騰
ボ
川
無
爵
前
責
請
密
敷
助
誌
ら
の
史
學
徒
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ワ
　
　
　
　
　
そ
ね
　
し

っ
て
究
明
せ
ら
れ
る
と
鷲
ハ
に
、
堀
濱
璋
左
右
、
由
口
郎
敬
市
、
米
倉
二

　
　
ゆ
　

郎
氏
ら
の
地
理
藥
徒
に
よ
っ
て
も
穴
い
に
解
明
せ
ら
れ
て
來
九
の
で

あ
る
が
・
駿
榮
、
呆
史
饗
携
藤
擬
二
郎
、
谷
畏
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
　

鑓
本
地
鯉
學
轡
の
小
堀
欝
…
の
諮
氏
の
報
告
に
よ
っ
て
再
び
そ
の
研
究

が
活
況
を
示
し
て
き
つ
玉
あ
る
。
殊
に
撫
城
盆
端
の
條
単
は
、
凶
城

農
民
が
七
世
紀
以
來
そ
の
上
に
複
雑
な
る
馬
車
規
象
を
く
の
び
ろ
げ

　
　
　
肉
城
國
葛
野
乙
翻
粥
郡
娠
艶
補
考

躍
動
し
た
生
の
地
盤
左
し
て
の
生
活
察
間
た
る
性
質
が
、
今
臼
も
侮

賑…

X
と
し
て
働
き
つ
玉
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
解
明
は
ま
こ
と

に
璽
要
で
あ
る
と
鷺
え
る
。
幸
い
出
城
獄
地
酉
北
部
【
葛
野
、
乙
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貿
）
　
　
　
　
（
爲
）

爾
郡
の
條
塁
に
つ
い
で
は
、
輻
由
、
吉
爾
爾
…
先
輩
に
よ
っ
て
詳
論
せ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
術
研
究
を
加
え
る
べ
き
余
地
が
多
々
あ

夢
、
且
つ
爾
望
外
に
引
用
せ
ら
れ
な
い
重
要
な
る
資
料
と
し
て
、
久

我
丈
書
、
革
島
丈
脅
が
あ
為
の
で
、
之
を
提
…
ボ
し
て
閣
題
解
明
の
一

助
と
し
た
。

①
　
久
我
文
書
申
に
あ
る
絡
撚
資
料

七
嚇

（銭3り



　
　
両
城
幽
葛
磐
乙
鶴
溺
灘
像
雌
赫
考
【

　
久
我
家
文
事
日
（
騰
鰹
庶
細
大
警
語
嘗
館
寄
託
）
鮫
犠
灘
番
…
號
．
二
三
翻
肖
論
ハ
」
久
、

芋
餌
名
「
槻
艸
散
桝
等
媛
の
末
尾
に
「
サ
シ
ツ
次
第
し
と
し
て
、
第
一

糊
の
，
如
ぎ
圃
が
あ
る
、

　
　
　
　
（
長
門
悶
　
乙
訓
郡
撫
藩
閥
）
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錘

　
こ
の
指
圃
次
第
の
資
料
と
し
て
の
提
要
性
は
、
露
田
氏
が
倶
名
の

復
飾
に
つ
い
て
、
「
條
に
比
し
て
そ
の
復
原
は
…
暦
困
難
で
あ
る
。

粥
と
な
れ
ば
露
文
献
に
現
は
れ
る
里
が
縛
て
固
有
名
詞
で
あ
り
、
然

も
含
そ
の
地
名
糞
総
て
み
る
か
ら
で
鰯
・
」
と
そ
の
寮
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
要
一
．

隅
難
を
と
か
れ
、
わ
っ
か
に
九
條
砂
絃
朋
塁
を
た
よ
り
に
，
「
酵
絃

甥
羅
は
今
臼
の
大
陳
野
村
出
次
で
あ
ら
う
。
（
穆
絃
弧
燈
と
娼
．
灰
と
が
）

若
し
同
一
の
場
所
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
襲
は
既
よ
め
束
に
十
六
、
七

　
　
　
　
　
　
じ
ま

禍
な
ら
び
、
當
時
の
桂
川
流
域
ま
で
及
ん
で
み
た
も
の
と
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
然
し
逆
に
桂
瑚
筋
を
基
塗
に
西
に

　　

@　

@　

@
瓢
進
ん
で
究
の
か
も
魏
き
・
、

　
　
　
　
　
　
　
蹴
出
と
か
発
そ
の
轟
の
乙
訓
饗
名
の

　
　
　
　
　
　
　
　
や
ノ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
聖
嬢
復
原
に
一
大
光
明
を
あ
た
え
る
点
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
な
み
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
交
刷
る
。
穿
は
久
斐
書
三
四
六
、
八
○

　
　
　
　
　
　
　
家
帰
。
番
懇
永
三
年
総
の
大
藪
庄
擦

　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
我
開
帳
及
び
久
我
庄
検
注
帳
の
二
三
を
準
撮

　　

@　

@　

@
鵜
と
し
て
、
①
誘
、
墓
所
の
籔
、
②

　
　
　
　
　
　
　
　
療
黒
名
、
③
字
名
、
④
職
別
田
名
の
遺
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
理
地
踏
盛
に
よ
っ
て
確
め
、
　
「
サ
シ

ッ
次
第
」
に
明
詑
さ
れ
だ
無
名
の
復
原
を
試
み
て
み
た
。
即
ち
①
木

下
聯
肚
、
鷲
尾
蓉
（
久
世
村
）
は
検
注
帳
の
笠
鹿
燃
1
5
坪
η
坪
に
、
菱

妻
魔
、
久
我
激
、
久
我
家
墓
地
は
検
淀
帳
満
塁
2
5
圷
3
2
坪
、
久
我
黒

27

ﾘ
に
夫
々
明
記
さ
れ
て
い
る
。
⑨
）
久
我
蕊
取
穿
加
々
晶
巽
。
村
構
　
は

（灘・）



．
夫
々
鏡
毘
・
村
欝
黒
の
記
名
の
遺
存
で
あ
る
。
③
高
田
、
矢
萩
、
由
鹿
、

溝
門
力
本
（
以
ゑ
久
笹
村
）
，
御
墓
山
、
堂
坪
、
ニ
ノ
蝉
，
三
ノ
堺
、

八
ノ
圷
（
以
土
久
我
母
）
は
検
注
帳
の
㌻
名
の
遺
存
で
あ
る
．
、
④
旧
約
、

．
修
理
職
、
紳
田
、
賀
茂
田
、
晦
築
田
、
佃
（
以
上
久
鞭
村
）
は
雑
役
給

田
、
修
遡
．
職
田
、
紳
団
、
賀
茂
紳
田
、
爵
弁
鋼
、
伽
の
職
漁
照
名
の

遺
存
で
あ
る
こ
と
が
分
明
と
な
り
、
こ
の
縞
蚊
、
久
我
、
鏡
の
各
里

の
位
置
を
，
現
地
岡
上
に
復
濡
し
て
久
我
村
大
藪
村
の
位
置
を
確
認

し
、
ま
つ
笠
鹿
、
久
我
、
．
鏡
．
三
選
の
三
振
を
定
め
次
い
で
他
の
九
璽

の
位
置
を
定
め
た
。
そ
の
結
県
、
書
郎
氏
が
そ
の
復
原
の
悲
礎
と
さ

勉
淺
弓
絃
叢
談
の
位
縫
に
就
い
て
、
丁
々
は
次
の
様
な
結
論
を
見
る

に
い
た
っ
た
、
　
「
1
3
絃
瀦
姫
を
穴
療
野
村
出
　
次
に
推
定
す
る
の
は
あ

や
ま
り
で
あ
る
。
弓
絃
弱
里
は
、
鶴
鑓
弁
村
の
束
方
、
規
在
．
む
大
字

灘
田
、
四
ノ
坪
、
八
ノ
坪
、
門
戸
、
山
科
、
澤
東
　
小
深
田
、
石

橋
、
上
古
、
七
茂
田
、
南
七
言
欝
一
帯
の
地
で
あ
り
、
宵
田
筑
が
推

建
さ
れ
た
條
璽
に
よ
れ
ば
、
條
は
同
じ
9
條
で
あ
る
。
」
と
い
う
の
で

あ
．
る
ゆ
更
に
乙
調
郡
の
育
児
に
つ
い
て
は
奪
細
川
記
輪
福
野
甜
阪
に
二
号
橋

璽
、
．
木
描
田
里
の
癬
川
堤
が
明
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
と
現
在

」
の
堤
位
置
と
を
比
較
す
み
と
、
丁
々
ど
尉
歓
置
に
あ
る
こ
と
が
分
つ

　
　
　
山
城
國
薦
野
乙
訓
幽
榔
侮
鰻
補
蓼

た
。
（
第
二
圏
桂
川
堤
語
誌
圃
）
こ
れ
に
よ
り
黒
黒
は
、
挫
川
の
河
形

潮
一

言2圏　挫欝堰復療図

…
i
糎
一
r
　
…

謝
　
　
湘
織
三

脚
．
．
．
／
乙

－
し
拶
葬
｝
隈
”
燕
津
，
廊
鎌
斗

　
　
　
　
　
　
欝
槍

　
　
　
陰
墾
じ
煮
細
管

　
一
．
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聴
Z

二大

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
渡
川
も
ふ
く
め
て
蹴
劃
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
つ
た
。
（
絢
排
外
鍵
　
石
作
鍵
が
純
量
郡
の
條
鍵
と
し
て
し
か

も
弼
條
四
外
里
，
　
1
2
條
石
作
…
黒
と
し
て
古
交
献
…
に
純
計
瓢
の
條
羅
名
に
見

え
て
い
る
事
と
漁
ハ
に
、
こ
の
乙
訓
郷
東
境
の
悶
題
は
℃
紀
伊
郡
の
條
調
髪
瓶

に
；
の
指
示
を
興
へ
る
も
の
で
あ
る
。
）

　
以
上
に
よ
っ
て
、
猟
n
々
ぱ
吉
田
恥
が
、
乙
訓
郡
鰹
璽
復
原
圖
に
示

さ
れ
た
0
5
ヶ
條
毘
以
外
に
、
少
く
と
も
9
黒
が
桂
川
に
沿
う
て
追
加

　
　
　
1

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
友
の
で
あ
る
。
そ
の
復
原
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

困
難
を
費
は
れ
た
撮
棒
郡
推
究
往
ヶ
銀
の
巾
、
黛
9
ヶ
艦
は
こ
う
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
館
、
．

（辮り



　
　
　
由
城
隣
霧
蜀
乙
麟
粥
郡
撫
製
補
考

そ
の
位
樋
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
鏡
黒
、
村
田
黒

の
よ
う
に
璽
乳
の
遺
存
が
、
決
し
て
失
は
れ
て
い
な
い
現
在
、
古
文

献
に
見
え
る
⑳
鍛
個
の
羅
も
、
更
に
そ
の
他
の
鎚
も
、
小
字
名
の
調

査
、
古
丈
献
の
蒐
藥
等
に
よ
砂
、
漸
次
復
原
さ
れ
る
も
の
と
儒
す
る

の
で
あ
妙
、
決
し
て
驚
難
の
頑
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と

し
て
次
に
革
島
文
書
の
場
合
を
示
さ
う
。

　
　
　
②
革
島
文
書
中
に
あ
る
隠
里
費
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
リ
ゆ
ユ
ツ
　

　
革
島
家
交
書
（
京
都
市
規
島
町
革
島
廉
黙
郎
氏
．
猿
腰
）
中
に
嘉
唇
二
年

二
月
持
の
第
三
素
引
董
禦
あ
・
。
（
羅
綱
騰
」

　
こ
の
嘉
歴
二
年
二
月
臼
の
條
璽
坪
々
闘
の
贅
料
と
し
て
の
重
要
牲

は
、
由
獅
田
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
　
「
乙
訓
、
葛
野
爾
湘
界

な
る
も
の
は
條
黒
實
施
當
初
の
設
定
に
し
て
そ
れ
以
前
は
乙
訓
郡
は

葛
野
郡
に
隷
騰
し
て
み
た
も
の
で
あ
っ
て
太
・
郡
名
は
、
元
弟
國
で
あ

っ
た
が
、
傭
黒
實
施
頃
に
そ
の
兄
射
た
ろ
葛
野
郡
よ
り
猫
呵
し
て
行

政
上
一
部
と
な
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
玉
で
乙
訓
郡
條
墨

と
、
北
接
す
る
葛
野
郡
條
里
と
の
聞
に
蹴
る
關
係
が
織
込
ま
れ
て
い

る
や
に
思
は
れ
る
が
、
萄
野
郡
南
部
の
條
璽
復
…
腺
が
行
は
れ
て
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
凶

い
の
で
講
明
か
で
灘
」
轟
ほ
れ
奪
の
郵
鵜
殿
毯
塗

　
　
　
　
（
策
三
醐
　
撫
構
二
年
傑
箆
重
々
闘
）
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復
原
に
光
明
を
あ
た
え
る
点
で
あ
る
。
“
一
輪
山
践
も
こ
の
革
島
丈
幽
欄
を

引
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
璽
点
を
串
、
北
部
に
誇
か
れ
疫
の
で
あ
っ

た
。
吾
汝
は
灘
革
島
鍛
の
規
醗
敷
地
の
形
駿
と
現
地
踏
査
と
に
よ
つ
、

て
、
こ
の
葛
野
郡
南
部
の
四
型
の
位
雄
を
、
乙
訓
郡
”
條
の
．
北
端
と

一
圷
も
端
数
を
み
る
こ
と
な
く
蓮
結
せ
し
め
る
こ
と
が
で
さ
た
。
即

ち
嘉
唇
の
坪
々
驚
嘆
「
ム
シ
ナ
塁
」
綴
輝
「
御
所
カ
キ
内
」
と
あ
る

地
点
を
現
革
島
家
豊
麗
塊
に
推
縛
す
る
こ
と
に
よ
9
、
1
9
坪
一
2
4
坪

（£3り



．
の
南
端
を
東
繭
に
走
る
大
葉
は
こ
れ
を
島
陰
街
道
に
、
島
朗
笑
、
ヒ

メ
チ
里
西
端
に
走
る
溝
は
、
こ
醜
を
寺
戸
用
水
に
推
定
す
る
こ
と
が

で
き
、
更
に
擁
瀬
野
3
0
坪
は
，
現
川
島
』
重
町
に
そ
の
圷
撚
の
潰
存

を
見
る
彫
か
く
ザ
し
宵
田
氏
が
復
厘
さ
れ
た
乙
洲
郡
”
條
ω
牽
強
の
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ゑ
ツ
ヰ

端
は
、
こ
の
葛
野
郡
の
甫
端
の
樵
で
あ
る
植
槻
鍛
、
ヒ
ノ
チ
黒
に

　
一
聯
一
町
の
す
れ
・
も
な
く
接
績
す
る
の
で
ぬ
る
Q
次
に
富
津
塁
（
或
は

謝
謝
黒
と
も
見
ゆ
｝
で
あ
る
が
、
之
も
吉
田
民
が
氣
付
か
れ
た
如
く
コ

見
不
愚
議
と
患
は
れ
る
が
、
附
近
の
葛
野
、
乙
講
蒲
郡
境
界
を
橡
す

る
に
、
郡
境
は
東
部
狸
川
流
域
よ
り
準
坦
郁
は
一
直
線
に
乙
酉
即
す

る
が
、
そ
の
中
央
都
分
（
今
岡
題
と
な
る
離
分
）
は
世
界
が
甫
五
町
山
炎

零
し
て
み
る
。
現
認
ζ
の
突
出
部
は
蕎
葛
野
鄭
（
巣
窟
露
頭
）
で
あ
る

．
が
、
僚
黛
施
行
常
磐
、
は
恐
ら
く
爾
郡
境
界
線
は
東
西
の
一
直
線
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
7
）

つ
て
而
も
こ
の
突
拷
部
は
乙
訓
郡
に
外
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
看

破
．
さ
れ
た
如
く
、
こ
の
炎
出
部
の
一
見
不
思
議
め
形
敢
こ
そ
が
、
宗

廣
里
の
聞
題
で
あ
る
の
だ
。
宵
田
氏
が
地
理
墨
徒
と
し
て
解
明
せ
ら

れ
海
結
論
を
，
寛
々
は
よ
り
は
っ
き
り
と
就
會
経
済
史
學
徒
の
…
四
題

と
し
て
解
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
宗
酸
塁
の
陶
題
で
あ
る
。

爽
文
書
の
嘉
緑
二
年
（
1
2
紐
6
）
の
比
丘
尼
鍋
賓
の
寄
違
欺
に
は
明

　
　
　
撫
城
國
葛
野
乙
韻
粥
郡
繰
鰻
補
考

ら
か
に
乙
訓
郡
鱒
廣
3
！
と
あ
る
本
毘
が
、
そ
れ
か
ら
凡
そ
八
十
年
後

の
、
革
島
文
書
中
の
廷
慶
元
年
。
二
年
（
1
3
0
8
・
0
9
）
の
名
主
補
任

欺
に
は
葛
野
郡
宗
演
璽
と
あ
る
。
乙
の
謎
を
解
く
の
は
、
革
島
家
勧

代
義
撃
以
來
、
近
衛
蒙
領
革
島
南
慮
に
於
け
る
翻
薄
の
下
濁
家
だ
る

革
島
家
の
所
領
漁
火
史
で
あ
る
。
義
撃
の
、
頃
、
愚
は
ざ
る
驚
欝
に
遇
い

、
、
青
ろ
う
じ
て
近
衛
基
逓
を
頼
っ
て
革
島
南
庄
の
近
衛
殿
下
屋
敷
に

蟄
艦
τ
身
を
か
く
し
だ
革
島
氏
が
、
そ
の
下
車
敷
を
城
巖
撒
と
し

て
、
西
岡
諸
豪
の
筆
頭
と
し
て
活
躍
す
る
ま
で
の
習
々
の
苦
闘
史
の

巾
に
こ
の
問
題
解
決
の
鍵
が
あ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
正
和
三
（
】
3

i
3
）
偏
牛
に
は
、
九
代
幸
川
以
は
、
聾
串
防
磁
㍑
鷹
野
燭
九
町
五
反
六
．
十

歩
、
同
年
寒
駅
5
9
石
獣
を
宰
領
す
る
下
司
職
で
あ
り
、
建
武
三
年

（
1
3
3
6
）
に
は
、
と
の
蹴
ボ
分
を
宛
行
は
れ
て
地
頭
職
に
補
任
さ
れ

公
方
様
御
蒙
人
と
な
り
、
以
後
、
蒲
岡
に
誌
け
る
土
豪
革
島
の
興
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
地
盤
を
形
勢
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
條
里
圖
が
作
ら
れ
た
嘉
暦

二
年
（
1
3
2
7
）
こ
そ
は
、
幸
政
の
聯
代
な
の
で
あ
り
、
彼
の
勢
力

が
…
郡
境
を
越
え
て
、
乙
訓
郡
に
ま
で
の
び
て
い
っ
た
め
で
あ
り
、
そ

の
諮
跡
が
「
ム
ナ
ヒ
ロ
里
」
1
2
坪
と
な
っ
て
表
現
せ
ら
れ
て
い
る
と

聲
へ
よ
う
。
こ
の
場
合
、
駕
旗
畢
を
殖
槻
黒
の
南
に
接
製
せ
し
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
黒
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鳩
城
國
葛
野
雛
鋤
爾
郷
峰
錐
擁
考
一

落
へ
王
万
と
、
之
7
ヂ
黒
⑳
露
…
に
蕪
稿
脚
せ
し
み
る
考
へ
｛
カ
と
㍉
地
の
草
野
F

螂
南
端
の
毘
に
接
綾
せ
し
め
る
考
へ
方
と
、
未
だ
他
賢
料
に
よ
る
確

實
な
る
譲
櫨
…
を
落
々
は
持
っ
て
い
な
．
い
の
で
あ
る
が
、
上
葉
の
埋
門

か
ら
し
て
吾
々
は
、
辮
麿
毘
を
「
ヒ
メ
チ
黒
」
の
南
に
推
補
し
た
の
で

あ
る
。
藁
葺
の
小
藩
名
の
調
査
が
聖
域
し
他
史
料
の
蒐
集
が
で
蓼
れ

ば
、
こ
の
推
論
は
恐
ら
く
實
謁
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
さ
う
す
れ
ば
條
里

．
施
行
常
時
、
剣
然
と
匪
別
せ
ら
れ
て
い
た
乙
調
、
葛
野
郡
境
が
、
中
世

土
豪
革
島
氏
の
勢
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
境
界
が
不
明
瞭
と
な
り
、
途
に

三
野
郡
に
編
入
せ
ら
れ
允
ま
～
近
軽
を
経
過
し
一
見
不
燃
思
議
な
形

．
欺
を
現
代
に
ま
で
残
し
て
い
る
意
味
を
、
は
っ
き
り
と
つ
か
む
こ
と

が
で
き
る
。
か
く
て
現
川
島
六
ノ
圷
町
を
暢
旗
醗
’
六
坪
の
遺
存
と
推

定
す
る
こ
と
・
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
乙
訓
郡
に
ま
左
一
つ
の

醗
が
、
そ
の
位
麗
を
澱
ハ
克
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

、
以
上
、
推
論
の
域
を
聴
し
な
い
も
の
と
な
っ
て
維
つ
九
の
で
あ
る

が
、
且
つ
偶
へ
ば
乙
訓
郡
と
葛
野
郡
と
何
故
坪
鼓
の
辮
呼
法
が
ち
が

．
う
の
で
あ
る
か
、
こ
の
坪
蚊
の
総
坪
法
と
條
鰹
の
濾
辱
法
と
の
關
係
・

に
ど
う
な
の
で
あ
る
か
、
等
々
、
問
題
は
徽
多
く
残
る
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ゼ
大

、
今
は
こ
の
久
我
、
．
革
島
文
書
申
の
僚
斑
㍑
係
史
．
料
、
の
単
急
の
紹
介
こ

そ
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
た
ま
蕊
に
、
供
料
紹
介
と
し
て
の
べ
て
來

た
の
で
あ
る
。
同
窓
の
友
の
叱
正
を
纐
う
の
み
で
あ
る
。

　
田
田
帰
訟
暦
に
泊
娼
歯
し
て
驚
き
た
い
鰯
は
、
紀
　
伊
、
乙
謝
凹
、
葛
野
の
一
∴
那

の
條
毘
は
一
休
の
も
の
と
し
て
考
究
す
べ
澄
で
あ
る
と
習
う
点
で
あ

る
。
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本
居
内
遽

黒
川
燦
村

藤
田
　
　
明

巾
鰐
・
修
騨

喜
斑
　
貞
古

瀟
山
　
敏
男

堀
慨
隆
宥
膚

吉
田
　
敬
市

米
倉
　
二
郎

藤
賜
腎
谷
岡

小
掘
　
　
巖

鎌
銀
．
爾
慶
考

歴
典
地
理
3
V
S
號
　
山
科
三
二
三

編
史
地
理
5
V
3
離
断
初
出
科
の
條
馬

匹
兜
地
理
2
3
v
6
號
山
城
南
部
の
條
璽

鷹
史
地
理
％
v
エ
2
號
肉
城
北
都
の
鋒
讐
を
調
甕

し
て
太
秦
撰
隆
専
の
蕪
地
に
及
ぶ

旧
史
地
理
7
1
V
4
號
山
城
國
葛
野
郡
繰
塁
に
つ
い
て

史
學
難
誌
1
2
V
1
1
號
僚
璽
の
制
　
　
　
　
・

紐
発
二
六
〇
〇
年
二
念
史
騒
諭
丈
集
爵
戴
乙
訓
郡

の
鎌
塁

地
理
論
叢
第
1
號
農
村
計
識
と
し
て
の
條
灘
測

H
本
史
研
究
7
號
画
三
盆
壇
南
部
景
槻
の
襲
遇

六
挫
合
第
高
大
會
　
傑
鵬
翻
．
輪
行
の
蝋
引
約
菰
…
三

二
則
氏
箭
二
三
…
文

　
　
〃

　
　
ク

　
　
〃

憂
慮
傳
詑
、
革
島
細
岡
騰
霧
、
草
島
系
醐

〈’　f？us　〉



追
、
　
認

　
本
舟
究
は
來
大
史
料
編
纂
班
に
於
て
久
我
玉
書
の
整
理
巾
、
偶
々
乙
調

灘W

ﾌ
鎌
田
脇
隅
を
嚢
見
せ
ら
れ
三
聖
肉
博
民
等
に
よ
っ
て
現
地
直
販
を
倉
う

年
齢
慧
研
究
中
で
あ
っ
た
。
宥
網
野
醐
は
岡
に
示
す
聴
く
二
十
九
の
條
雛

の
烈
、
名
が
一
認
載
さ
わ
、
薙
來
噌
小
㎜
刀
と
さ
れ
て
み
た
点
に
つ
き
研
ρ
答
を
輿
へ

．
る
萱
鋸
な
る
資
料
で
あ
る
、
、
更
に
今
夏
史
職
編
纂
十
二
月
圭
吾
氏
億
藪
名

の
簿
究
…
貝
に
よ
っ
て
轡
麿
伽
の
現
㎝
地
調
一
査
、
史
料
川
の
卿
兜
集
に
汐
堕
せ
ら
れ
た

が
。
革
籍
丈
誰
の
巨
鯨
闘
を
調
嶽
さ
れ
る
に
及
び
過
去
の
葛
餅
、
乙
訓
購

郷
界
が
明
瞭
と
な
っ
た
O
八
ツ
画
塾
山
氏
よ
り
研
究
の
一
端
を
噛
せ
ら
れ
た

の
で
乞
う
て
史
籍
に
粥
・
馴
し
、
學
界
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
．
．

　
　
昭
瀦
二
十
鷲
欝
欝
邦
　
　
　
　
　
　
吉
田
敬
宙
詑

　
面
繋
二
型
魑
濁
　
繁
落
の
蟹
勢
地
理
。
　
　
人
山
地
狸
學
殊
に
簾
史
地

理
學
の
分
野
に
於
ぐ
今
H
最
も
研
究
が
…
進
み
藁
縦
の
署
し
い
と
望
め
ら
わ

る
も
の
は
災
落
に
慰
す
る
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
成
果
を
も
た
ら
し
た
代

表
的
な
研
究
者
の
胸
人
が
米
倉
一
一
郎
氏
で
あ
っ
た
こ
と
は
廣
く
隣
接
諸
糾

墨
の
學
者
に
よ
つ
て
竜
認
め
ら
れ
て
み
る
所
で
あ
る
。
新
署
「
聚
落
の
簾

史
燈
謬
は
過
去
に
於
け
る
同
氏
の
業
蹟
を
「
鷹
ま
．
と
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
H
事
に
於
け
る
雍
落
の
渡
蓮
泄
程
を
概
塗
し
、
更
に
は
将
來
の
．
國
ま
蹴

幽
捌
に
費
す
る
こ
と
あ
ら
ん
と
期
す
る
と
典
に
、
震
た
新
教
宥
捌
慶
に
於
て

劃
期
的
に
比
醗
の
璽
潤
し
た
糺
會
科
の
人
文
地
理
の
聚
落
の
學
習
に
當
っ

て
、
数
授
及
び
研
卿
九
の
乖
’
引
き
と
な
る
よ
う
に
諸
先
買
の
藁
㎜
蹟
を
も
鯨
照

．
し
て
溢
し
く
乏
き
改
め
ら
わ
た
も
の
で
あ
る
。

　
内
容
は
太
古
、
古
代
、
中
腫
、
近
世
及
び
現
代
に
戒
直
し
た
央
々
の
楽
路

着
駅
胴
…
滞
と
練
月
勢
欄
…
施
μ
∬
増
配
坦
の
超
騨
宙
Ψ
）
の
も
つ
帥
鰹
色
を
地
伽
…
－
期
氾
路
…
、
濃
回

渠
弊
の
期
く
現
鹿
な
ほ
二
葉
す
み
景
雲
℃
遺
樒
と
粟
窪
激
胡
を
利
用
し
、
最
も

趣
型
的
か
養
の
例
を
暴
げ
て
解
明
し
た
概
説
に
、
鋸
後
川
下
流
挙
野
の

隔
幾
」
と
「
中
國
地
方
計
叢
の
墓
．
礎
的
考
察
し
の
こ
編
を
附
し
た
竜
の
で

あ
る
・
、
奈
項
”
Φ
の
黙
心
を
な
す
も
の
は
勿
論
署
長
の
業
績
の
最
も
あ
げ

ら
れ
た
條
轍
彫
心
薄
、
醗
麿
、
桑
園
麓
落
の
部
、
分
と
筑
後
川
下
流
準
野
の

阻
朔
と
で
あ
ら
う
と
愚
は
れ
る
、
、
條
堪
禰
村
落
に
服
し
て
は
署
者
從
來
の

立
論
が
要
約
し
て
愚
べ
ら
予
て
居
り
、
今
H
よ
り
す
る
な
ら
ば
或
は
承
服

し
が
た
い
疑
点
を
見
隅
さ
れ
る
で
は
あ
ら
う
が
、
な
ほ
賞
代
聚
落
に
嗣
す

る
講
研
究
の
澱
資
点
と
し
て
示
唆
す
る
所
多
き
を
健
脚
こ
め
る
。

父
蕪
園
時
代
の
冒
村
曲
溢
に
…
圓
し
て
乳
褒
二
期
、
轟
城
数
…
期
ヤ
…
鯛
鞍
馬
川
の
三
段
階

に
分
っ
て
摩
尼
的
に
叙
濫
さ
れ
た
後
に
伯
轡
囲
と
毘
張
國
の
晦
尉
に
つ
き

具
体
的
佃
示
が
な
さ
れ
辱
て
い
る
痛
く
、
繍
…
体
的
に
見
て
隈
∵
り
れ
た
頁
桝
阻
に

も
瀞
飼
ら
ず
賞
に
要
頼
を
碍
た
概
…
槻
が
背
は
れ
・
て
い
る
と
曽
へ
よ
う
。
從
つ

甲、

a
本
簗
落
地
理
嬢
研
究
典
上
に
お
け
ゑ
鐙
塚
と
し
て
箪
に
斌
禽
科
測

楽
ノ
考
欝
た
る
に
止
ま
ら
ず
り
避
く
聚
艸
浴
の
㎞
諮
史
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